




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 37 号（2015 年 3 月 20 日）
できました。先生方が生徒のために多くの時間
と気持ちを割き，生徒の成長や変化に目を向け
て生徒と関わって育てているところを目にして
きました。私たちボランティアに対して，生徒
のためになるものの延長として大変温かく見
守っていただき，時にはご指導いただくことも
ありました。私自身，ボランティアという言葉
に甘えて，自分が勉強に行く部分ばかりでした
が，先生方が大切に育てている生徒に関わる大
人として，教員になる事を目指している人間と
して，もっと自覚をもって関わるべきであった
と考えます。ボランティアというのは，自分の
出来る範囲でやればよいというだけでなく，関
わるからにはその責任も考えるべきであるこ
と，少なくとも生徒の今やこれからに関わる事
を意識して活動すべきであったことを改めて考
えさせられました。ここから，残された時間に
活かしていきたいです。
　まだまだ未熟ですが学校ボランティアで教
わった沢山のことを，生徒に返していけるよう
に努力いたします。3年間関わっていただいた
生徒・先生方，学校ボランティアという機会を
作っていただいた方々に心から感謝していま
す。本当にありがとうございました。
２５．生徒とふれあう大切さ
数理・物理学科　３年　湯地　弘季
　私は，秦野曽屋高校の「曽屋塾」の講師とし
て数学を教えました。毎週金曜日に3年生と1
年生の二人を対象に活動しました。「曽屋塾」は，
曽屋高校の生徒（曽屋塾参加者）が自主的に勉
強をして，「生徒が分からない所を講師の人た
ちに聞く」というものでした。
　私が「生徒とふれあう大切さ」という題名に
したのは，それが活動中に再認識した内容だっ
たからです。次の段階では，その内容について
詳しく述べていきたいと思います。
「曽屋塾」は，「生徒が自主的に勉強をして分
からない所が出てきたら，講師に聞く」 という
スタイルになっています。しかし，講師が上記
の内容を鵜呑みにして，生徒に何か聞かれるま
で何もしなくていいというわけではないという
ことが分かりました。そう感じたのは，初めて
参加した日の出来事で，私は生徒に聞かれるま
で何もしないでいようと思い 初の２０分位
待っていました。しかし，一向に質問されませ
んでした。
　痺れを切らして生徒に「学校でどこの内容を
やっているか」「どの部分が苦手なのか」「今やっ
ているテキストで分からない所がないか」と聞
くと，生徒から「ここの部分が苦手」「ここが
分からない」というレスポンスがありました。
この時私は「初対面の人にいろいろと尋ねる
のって難しいのだろう」と理解しました。前述
の下線部のように，生徒が能動的に行動するこ
とは確かに良いと思いましたが冷静に考えてみ
ると，例え前もって講師が「分からない所が出
てきたら聞いてね」といっておいてもやはり「聞
く」という行為自体に「勇気」が必要なのだと
思います。頭では分かっていたのですがこの経
験で再認識しました。これを機に生徒から色々
な話を聞けたことから，生徒とふれあうことで
「生徒からいろいろ学ぶことができる」と実感
しました。今後も生徒と接する機会があれば自
らコミュニケーションをとっていくことを心が
けていきます。
